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表紙の写真コメント

　　　 色鮮やかなコスモスが満開の広見地区田園で開催された「第2回ふるさと一本松祭」のオープニン

グセレモニーに出演された「名路・向山地区の六っ鹿踊り」です。
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町
長
の
行
動

　

10
月
は
、
第
11
回
パ
ー
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
、
で
あ
い
ふ
れ
あ
い
愛

南
フ
ェ
ス
タ
（
13
日
）、
四
国
4
県
東
京
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
21
世
紀
・
活
力
あ
る
道
づ
く
り
を
め
ざ
す

四
国
連
絡
協
議
会
（
17
日
、
東
京
都
）、
愛
南
町

地
域
保
健
対
策
協
議
会
総
会
（
20
日
）、
第
3
回

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
i
n
愛
南
（
21
日
）、
へ
き

地
医
療
支
援
計
画
策
定
等
協
議
会
（
24
日
、
松
山

市
）、
え
ひ
め
の
道
づ
く
り
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
27
日
、
松
山
市
）、
消
防
署
職
員
1
名
（
正

規
職
員
）
を
含
む
職
員
採
用
試
験
（
28
日
）
等
に

出
席
し
ま
し
た
。

　

11
月
は
、第
2
回
ふ
る
さ
と
一
本
松
祭
（
4
日
）、

南
予
の
水
産
と
漁
村
を
考
え
る
講
演
会
（
5
日
）、

自
衛
隊
防
衛
白
書
説
明
会
・
南
宇
和
広
域
営
農
団

地
推
進
協
議
会
（
6
日
）
等
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
月
は
「
四
国
4
県
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」「
え

ひ
め
の
道
づ
く
り
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
出

席
し
、
自
然
災
害
や
医
療
、
地
域
経
済
の
活
性
化

等
、
本
町
の
抱
え
る
様
々
な
問
題
を
説
明
し
、
愛

南
町
に
と
っ
て
高
速
道
路
は
絶
対
に
必
要
だ
と
い

う
認
識
を
強
く
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

　

先
般
、
新
聞
等
で
発
表
さ
れ
た
国
土
交
通
省
の

道
路
整
備
中
期
計
画
素
案
（
平
成
20
年
度
か
ら
の

10
年
間
）
に
、「
8
の
字
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
連

結
す
る
内
海
か
ら
宿
毛
市
ま
で
が
位
置
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
歴
代
町
村
長
や
議
会
の
皆
さ
ん
の
た

ゆ
ま
な
い
努
力
に
よ
っ
て
、
高
速
道
路
の
実
現
に

一
歩
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

紙
面
を
借
り
ま
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
そ
の
実
現
に
向
け
た
要

望
活
動
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「第 2回ふるさと一本松
祭」で、田園に広がるコ
スモスのように、地区の
絆を深めてほしいとあい
さつしました。
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　城辺中学校3年の木田春
は る か

佳さんが、横

浜市で開催された「第38回ジュ二アオ

リンピック」(10/26～ 28)に県代表とし

て出場されました。

　宿毛市で開催された

「第 9 回四国高等学校

新人陸上競技選手権大

会 」(10/20・21) に 出

場した南宇和高等学校

陸上部の皆さんです。

前列左より梶原広
こ う だ い

大く

ん (2 年、砲丸投 3位 )、

北川恵
け い た

太くん (2 年、や

り投 2 位 )、後列左よ

り村上志
ゆ き こ

子さん (2 年、

1500m、3000m)、上杉

能
よ し ひ ろ

裕くん (2 年、5000m

競歩 )、堀田諒
りょう

くん (2

年、ハンマー投 ) です。

　御荘・中浦保育所

幼年消防クラブや平

城小学校少年消防ク

ラブなど約200名が

「御荘地域の防火パ

レード」に参加して、

火の用心を呼び掛け

ました。

　「第 32 回伊予銀

行地域文化活動助成

制度」の郷土芸能分

野で、豊田神楽保存

会が助成を受けまし

た。

（写真右側が助成金

目録の贈呈を受ける

面田貴
たかし

さん）

11/10

10/16

　16.5kg のビック

なつくねいもを収

穫した小野山功
いさお

さ

ん (御荘平城 )

11/19
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町長の行動
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▲コスモスに負けない愛らしさの一本松保育所園児

10/20・21

▲中川延寿会会長の西本篤
あ つ お

生さん
　です

10/25

▲左から吉田らんさん、浅海利
と し き

吉くん、山本政
まさよし

佳
　くん（御荘中）

10/13

▲第 11 回パールジュエリーコンテスト
　で表彰された小中学生の皆さん

11/6

▲広報編集委員会に参加した松平滉
こ う た

太くんと岩村　　

　美
み え こ

恵子さん

11/11
保護者の熱い声援
が響いた「第 1 回
愛 南 キ ッ ズ サ ッ
カーフェスティバ
ル」

▼

11/4

▲らくさぶろう氏と対談した　

　元プロ野球選手の谷岡潔
きよし

さん
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一
日
も
早
い
高
速
道
路
の
完
成
を
願
う
!

特集

1　

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
で
「
え
ひ
め
の
道

づ
く
り
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
始
め
に
、
道
路
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
愛
媛
地
方
協
議
会
長
の
大

森
隆
雄
大
洲
市
長
が
「
地
域
間
格
差
を
な

く
し
、
自
立
で
き
る
地
方
を
創
造
す
る
た
め

に
も
、
道
路
特
定
財
源
の
確
保
は
重
要
で
あ

り
、
今
後
も
、
愛
媛
の
道
づ
く
り
の
必
要
性

を
要
望
し
て
い
き
た
い
」
と
、
参
加
者
に
力

強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
と
し
て
行
わ
れ
た
徳
島
県
上
勝

町
の（
株
）い
ろ
ど
り
代
表
取
締
役
副
社
長
の

横
石
知
二
さ
ん
の
「
そ
う
だ
!
葉
っ
ぱ
を

売
ろ
う
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、
横
石
さ
ん

が
「
田
舎
の
経
済
基
盤
の
弱
さ
を
克
服
し
、

そ
こ
に
暮
ら
す
こ
と
に
喜
び
と
誇
り
を
も
っ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
、
彩
り
事

業
に
取
組
ん
だ
。
で
き
な
い
こ
と
を
嘆
く
よ

り
、
今
あ
る
も
の
を
ど
う
活
用
す
る
か
を
考

え
て
ほ
し
い
」
と
、
自
ら
が
体
験
し
た
成
功

例
を
熱
く
語
ら
れ
、
そ
の
情
熱
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
え
ひ
め
の
未
来
に
向
け
た
道
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出
席

し
た
谷
口
町
長
が
「
愛
南
町
は
、
南
海
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
現
在
の
道
路
状
況
を
考

え
る
と
、
孤
立
す
る
恐
れ
が
あ
る
し
、
急
病

患
者
等
、
医
療
の
面
か
ら
見
て
も
、
高
速
道

路
の
完
成
は
町
の
最
重
要
課
題
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
高
速
道
路
も
順
次

延
伸
す
る
と
い
う
建
設
形
態
か
ら
、
緊
急
性

の
高
い
地
域
か
ら
、
で
き
る
形
で
建
設
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
道
路

特
定
財
源
の
確
保
に
よ
る
地
方
の
道
づ
く
り

「
四
国
8
の
字
ル
ー
ト
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

早
期
完
成
の
必
要
性
を
、
町
民
を
代
表
し
て

国
や
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
」
と
、
力
強

く
提
案
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
愛
南
町
に
限
ら
ず
、
高
速
道
路

の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
は
、
人

と
物
が
集
ま
る
利
便
性
の
高
い
都
市
部
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
時
間
を
要
す
る
な
ど
、
様
々
な

観
点
か
ら
も
、
そ
の
必
要
性
は
緊
急
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
の
活
性
化
も
、
道
路

整
備
な
く
し
て
は
達
成
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
一
日
も
早
い
高
速
道
路
の
完
成
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

10/
　27

新直轄方式による工事が進む南予宇和～宇和島北間
（宇和インター付近）

パネラーとして参加した谷口町長
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地
域
間
格
差
の
現
状
と

対
応
、
四
国
の
高
速
道
路
整

備
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、
日

本
テ
レ
ビ
汐
留
ス
タ
ジ
オ
で
テ
レ

ビ
討
論
会
「
四
国
4
県
東
京
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
行
わ
れ
、
谷
口
町
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
四
国
の
民
間
組
織

と
行
政
機
関
で
組
織
す
る
「
四
国
8
の
字
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
・
利
用
を
考
え
る
会
」
が
主

催
し
た
も
の
で
、
テ
レ
ビ
討
論
会
終
了
後
に

行
わ
れ
た 

21
世
紀
・
活
力
あ
る
道
づ
く
り
を

め
ざ
す
四
国
連
合
協
議
会
、
四
国
国
道
協
会
と
の
合
同
要
望

活
動
の
中
で
、
谷
口
町
長
が
「
全
国
的
に
景
気
が
回
復
し
た
と

の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
愛
南
町
を
含
め
た
四
国
西
南
地

域
の
所
得
水
準
は
、
全
国
平
均
の
70
%
以
下
と
低
迷
し
、
随
所
に
都

市
部
と
の
格
差
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
の
一
つ
に
、
高
速
道

路
の
未
整
備
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
鉄
道
や
高
速
道
路
も
な

く
、
日
常
生
活
の
上
で
も
、
自
動
車
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
す
。
こ
の
よ

う
な
道
路
事
情
で
す
か
ら
、
四
国
一
の
水
揚
げ
を
誇
る
深
浦
港
に
上
が
る
「
日

帰
り
カ
ツ
オ
」
等
、
鮮
度
が
強
み
の
品
々
を
、
大
消
費
地
で
あ
る
都
市
部
へ
届
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
第
一
次
産
業
を
柱
と
す
る
地
域
経
済
も
低
迷
し
て
い
る
と
い
う

状
況
に
あ
り
ま
す
。
道
路
特
定
財
源
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
そ
の
財
源
で
あ
る
ガ
ソ
リ

ン
税
を
多
く
負
担
し
て
い
る
の
は
、
都
市
部
で
は
な
く
、
地
方
に
暮
ら
す
我
々
だ
と
い
う

認
識
を
強
調
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
、
我
が
町
に
も
高
速
道
路
が
来
る
と
い

う
期
待
感
を
抱
い
て
い
る
か
ら
、
住
民
も
納
得
し
て
い
る
と
い
う
、
地
方
の
実
情
を
知
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
も
う
地
方
に
道
路
は
要
ら
な
い
と
い
う
議
論
は
、
断
じ
て
納
得

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
に
、
国
土
交
通
省
が
定
め
る
道
路
整
備
の
中
長
期
計
画
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
間
格
差
の
是
正
、
地
域
の
自
立
、
安
全
で
安
心
な
生
活
環
境
の
整
備
等
、
道
路

整
備
を
願
う
地
方
の
声
を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
き
、
計
画
的
か
つ
着
実
に
推
進
し
て
ほ
し
い
」
と
、
四
国
4

県
の
市
町
村
を
代
表
し
て
、
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

10/
　17

愛南町に高速道路は必要だ!
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自
主
防
災
会
で
、
地
区
の
絆
を
深
め
よ
う
！

特集

2
な
ぜ
、
自
主
防
災
組
織
が
必
要
な
の
?

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
沖
地

震
で
は
、
火
災
を
始
め
、
道
路
の
寸
断
、
建

物
の
崩
壊
等
、
多
種
多
様
な
被
害
が
発
生

し
、
自
衛
隊
や
警
察
、
消
防
等
の
防
災
関
係

機
関
だ
け
の
救
助
活
動
で
は
、
被
災
地
域
に

対
し
て
十
分
な
対
処
が
で
き
な
い
と
う
現
実

が
浮
き
ぼ
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
住
民
が
お
互
い
に
協
力

し
、
助
け
合
う
こ
と
が
、
被
害
の
軽
減
に
結

び
つ
く
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

全
国
各
地
で
自
主
防
災
組
織
の
結
成
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
、
各
自
が
勝
手
に
行
動
す
る
の
で
は
な

く
、
地
域
で
組
織
的
に
災
害
に
立
ち
向
か
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
自
主
防
災
会
の
育
成
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
災
害
時
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
区
内
の
連
帯
感
や
融
和
を
深
め
る
た
め
に

も
、
一
日
も
早
い
自
主
防
災
会
の
結
成
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

89
地
区
が
自
主
防
災
会
を
設
立
!

　

町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
や
津
波

避
難
訓
練
の
実
施
な
ど
、
危
機
管
理
体
制
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
の
自
主
防
災
会
の
設
立
状
況

は
、
内
海
地
域
が
8
地
区
で
1
0
0
%
、

御
荘
地
域
が
32
地
区
で
91
.
4
%
、
城
辺
地

域
が
27
地
区
で
43
.
5
%
、
一
本
松
地
域
が

6
地
区
で
75
%
、
西
海
地
域
が
16
地
区
で

1
0
0
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
津
波
に
よ
る

被
害
が
想
定
さ
れ
る
海
岸
部
で
は
、
全
て
の

地
区
で
自
主
防
災
会
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
避
難
訓
練
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
会
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

消

防

本

部

防

災

対

策

課
（
℡  

７

２
―

0
1
3
1
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
対
処
法
を
学
び
、
備
え
よ
う
!



広報　　　　　　　　平成19年12月号7

　

地
区
住
民
1
0
3
名
が
参
加
し
て
、
南
海
地
震
の
発
生
に

伴
う
避
難
及
び
火
災
の
初
期
消
火
や
炊
き
出
し
等
の
各
種
訓

練
、
起
震
車
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
区
住
民
の
結
束
を
深

め
ま
し
た
。

　

児
童
・
保
護
者
・
教
職
員
、
1
4
5
名
が
参
加
し
て
、
家

庭
で
の
危
険
箇
所
や
強
い
揺
れ
を
体
感
で
き
る
起
震
車
体

験
、
非
常
食
作
り
と
試
食
、
応
急
手
当
法
な
ど
、
地
震
発
生

時
に
お
け
る
対
処
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

児
童
・
教
職
員
・
地
区
住
民
、
約
70
名
が
参
加
し
て
、
避

難
訓
練
の
後
、
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
法
や
応
急
手
当
法
、

防
災
資
機
材
の
説
明
、
煙
体
験
ハ
ウ
ス
等
、
同
会
初
め
て
と

な
る
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

山
下
延の

ぶ

お夫
会
長
は
「
自
然
災
害
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
や
火

災
等
で
、
住
民
の
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
今
後
も
、
各
種
訓
練
を
重
ね
、
地
区
内
の
結
束
を
高
め

て
い
き
た
い
」
と
、
助
け
合
え
る
関
係
の
必
要
性
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

10/
　14

10/
　13

　愛南町消防本部と愛媛県消防防災

航空隊とが結んでいる愛媛県消防防

災ヘリコプターの応援協定に基づく

合同訓練が行われ、大久保山ダムで

の散水・南レク城辺公園芝球技場で

の隊員投入及び回収訓練など、救助

活動を支援するために必要な知識の

習得に努めました。

　当日は、地上30メートルから降下

する消防隊員の様子を目の当たりに

し、職務に対する使命感と消防魂に

感銘を受けました。

10/
　15

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活
動
を
学
ぶ
!

10/
　14
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あ
い
な
ん
歳
時
記

広
見
地
区
の
田
園
で
「
第
2
回
ふ
る

さ
と
一
本
松
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
ら
く
さ

ぶ
ろ
う
氏
（
タ
レ
ン
ト
）
の
軽
妙
な
進
行

で
、
元
プ
ロ
野
投
球
選
手
の
谷
岡
潔

き
よ
し

さ
ん

の
講
演
会
や
懐
か
し
い
闘
牛
、
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
南
宇
和
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
会
、
綱
引
き
、
餅
ま
き
、
地
元
農

家
の
物
産
販
売
な
ど
、
約
7,
0
0
0
名
が

実
り
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

講
演
を
さ
れ
た
谷
岡
さ
ん
は
、
昭
和
44

年
夏
の
甲
子
園
大
会
決
勝
で
、
延
長
18
回

の
末
、
引
き
分
け
再
試
合
と
な
っ
た
松
山

商
業
と
三
沢
高
校
の
名
勝
負
を
覚
え
て
い

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
試

合
、
4
番
サ
ー
ド
で
出
場
さ
れ
て
い
た
方

で
、
当
時
の
激
戦
や
松
山
商
業
時
代
の

厳
し
い
練
習
の
様
子
な
ど
「
あ
き
ら
め
な

い
こ
と
の
大
切
さ
」
を
熱
く
語
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
闘
牛
で
は
、
激
し
く
ぶ
つ
か

り
合
う
牛
の
迫
力
に
、
多
く
の
観
客
か
ら

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
コ
ス
モ
ス
は
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
緑
一
色
の
田
園
地
帯
に
赤
、
白
、
ピ

ン
ク
と
鮮
や
か
な
色
合
い
で
、
そ
の
存
在

を
強
烈
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

5
0
0
万
本
の
コ
ス
モ
ス
で
歓
迎
!

11/
　 4

実行委員長を

された

岡原源
もとあき

明さん
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折
々
の
便
り

　

私
は
、
平
成
12
年
9
月
19
日
か
ら
一
年
間
ベ
ル
リ
ン
に
留

学
し
た
。
私
の
専
門
分
野
が
経
営
社
会
学
で
、
こ
の
学
問
の

発
祥
の
地
が
ド
イ
ツ
で
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
ベ
ル
リ
ン

工
業
大
学
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
は
留
学
先
と
し
て
ベ
ル
リ
ン

を
選
ん
だ
。
宿
舎
は
あ
る
大
学
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
、
フ
ン
ボ
ル

ト
大
学(

か
つ
て
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
こ
と
で
森
鷗
外
も
こ
こ
で
研
究

し
て
い
た)

、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の
図
書
館
と
国
立
図
書
館
の
文
献
を

中
心
に
研
究
し
た
。

　

フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
で
は
、
毎
週

月
曜
日
と
金
曜
日
の
夕
方
六
時
頃
か

ら
囲
碁
の
集
ま
り
が
催
さ
れ
、
私
も
こ
れ

に
加
わ
っ
た
。
囲
碁
友
達
も
増
え
、
こ
の
集
ま

り
の
主
催
者(

私
と
同
年
齢
ぐ
ら
い
の
人
物
、
温
厚
な

紳
士)

に
自
宅
に
招
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
家
の
ス

リ
ッ
パ
を
履
い
て
び
っ
く
り
し
た
。
そ
の
ス
リ
ッ
パ
は
、
長
い
間

使
い
古
し
た
も
の
と
見
え
て
、
足
先
の
と
こ
ろ
が
じ
め
じ
め
し
て
い
て
、

綿
が
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
土
ふ
ま
ず
の
と
こ
ろ
は
布
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。
私
の
足
の
裏
か
ら
は
、
ご
わ
ご
わ
し
た
感
触
が
伝
わ
っ
て
き

て
、
遠
く
離
れ
た
異
国
ド
イ
ツ
を
思
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
物
を
徹
底
的
に
使
い
つ
く
す
ら
し
い
。
日
本
で
は
、
と
う
の
昔
に
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
ス
リ
ッ
パ
を
履
い
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
と
「
も
っ
た
い
な
い
」
精
神
は
ド
イ
ツ
に
あ
て
は
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
個
人
と
し
て
は
、
今
で
も
私
の
祖
父
の
時
代
か

ら
の
茶
碗
や
皿
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
食
器
は
、
郷
里
の
ぬ
く
も
り
を
伝
え
て
く
れ
る
し
、
祖
父
に
抱
か
れ
て
海
に
入
っ
た
こ
と
も
連
想

さ
せ
て
く
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  (

投
稿
文　

面
地
豊

ゆ
た
か

さ
ん)

　

ふ
る
さ
と
愛
南
町
を
遠
く
離
れ
て
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
に
「
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
」
を
ご
投
稿
い
た
だ
き
、
新
た
な
交
流
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
つ
な

が
れ
ば
と
「
折
々
の
便
り
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
濱
本
秀ひ

で

お雄
編
集
委
員
か
ら
ご
紹
介
の
あ
っ
た
船
越
出
身
で
、
経
営
学
博
士
・
元
桃
山
学
院
大
学
教
授
の
面
地
豊

ゆ
た
か

さ
ん(

奈
良
県
大
和
高
田
市
在

住)

か
ら
ご
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

折
々
の
便
り

面地 豊
ゆたか

さん
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議
会
事
務
局
か
ら

平
成
19
年
第
５
回
町
議
会
臨
時
会

総
務
課
か
ら

花
と
り
踊
り
の
衣
装
、

太
鼓
を
新
調
し
ま
し
た

総
務
課
か
ら

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
！

総
務
課
か
ら

愛
さ
れ
る
職
員
を

め
ざ
し
て
！

　

本
庁
議
場
で

「
平
成
19
年
第

５
回
町
議
会
臨

時
会
」
が
開
催

さ
れ
、
始
め
に

谷
口
町
長
が

『
先
般
、
南
予

水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
設
置
準
備

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
愛
媛
大
学
や
愛
媛
県

水
産
局
長
、
地
元
か
ら
は
、
漁
協
や
漁
業
後

継
者
、
婦
人
部
等
、
多
く
の
関
係
者
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
南
予

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
が
予
定
さ
れ

て
い
る
山
内
晧こ

う

平へ
い

北
海
道
大
学
副
理
事
か
ら

「
こ
れ
か
ら
の
大
学
は
、
地
域
貢
献
に
主
眼

を
お
い
た
研
究
が
重
要
で
、
そ
の
一
翼
を
担

う
の
が
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
だ
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
泉
英え

い

二じ

愛
媛
大
学
農

学
部
長
か
ら
は
「
大
学
の
水
産
学
に
関
す
る

研
究
力
を
効
果
的
に
地
域
活
性
化
に
結
び
つ

け
る
た
め
、
水
産
養
殖
に
関
す
る
研
究
を
行

う
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
愛

南
町
を
始
め
と
す
る
自
治
体
・
漁
業
団
体
も

運
営
に
参
画
す
る
地
域
密
着
型
の
体
制
で
地

域
活
性
化
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
」
と
、
同

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
対
す
る
考
え
方
を
ご
説

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成

19
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
の
補
助

を
受
け
、
正
木
地
区
の
『
正
木
花
と
り
踊

り
』（
愛
媛
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
平
成
12

年
４
月
指
定
）
に
使
用
す
る
太
鼓
と
衣
装
を

新
調
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
『
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
』
と
し
て
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
受
け
入

れ
た
宝
く
じ
収
益
を
財
源
と
し
て
、
住
民
が

自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自
治
意

識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
施
設
又

は
設
備
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、

民
間
企
業

や
行
政
機

関
に
お
い

て
、
あ
ら

ゆ
る
方
の

立

場

に

た
っ
て
情

報
と
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
し
よ
う

と
す
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
と
い

う
考
え
方
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
住
民
の
皆
様
の
目
線

に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
17
年
度
か
ら
職
員
の
「
接
客
接
遇

研
修
」
に
取
組
み
、
接
客
態
度
の
向
上
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
一
本
松
温
泉
あ
げ
ぼ
の
荘
」

で
、
笑
顔
で
の
接
客
や
電
話
応
対
の
仕
方
な

ど
、
計
５
回
の
研
修
を
56
名
の
職
員
が
受
講

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
公
務
員
と
し
て
職
務

遂
行
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
修
に
取
組
み
、
住
民
の
皆
様
に
愛
さ

れ
、
期
待
さ
れ
る
公
務
員
と
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
行
政
と
し
て
も
、

同
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
本
町
は
も
と
よ
り

愛
媛
の
水
産
業
に
と
っ
て
、
と
て
も
力
強
い

存
在
に
な
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
、
招
集
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
広
見
地
区
の
県
単
独
補
助
土
地

改
良
事
業（
か
ん
が
い
排
水
）が
１
議
案
、
自

然
災
害
に
よ
る
農
業
用
道
路
の
災
害
復
旧
工

事
等
を
含
む
平
成
19
年
一
般
会
計
補
正
予
算

が
１
議
案
、
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
施
設

整
備
工
事
請
負
契
約
が
１
議
案
、
情
報
通
信

の
高
速
化
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
高
め
る
た

め
の
小
中
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
変
更
物
品
購

入
契
約
が
１
議
案
、
平
成
18
年
度
愛
南
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
が
１
議
案
、

平
成
18
年
度
愛
南
町
国
民
健
康
保
険
及
び
老

人
保
健
、介
護
保
険
、簡
易
水
道
、小
規
模
下
水

道
、
温
泉
事
業
等
、
旅
客
船
の
各
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
が
７
議
案
と
、議
員
発
議
に
よ
る

町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
が
１
議
案
、計

13
議
案
が
可
決
及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
付
け
で
、
次
の
と
お
り
人
事
異

動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
田
村
美
和
（
保
健
師
）

　

新　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

旧　

保
健
福
祉
課

  11/

13・14
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保
健
福
祉
課
か
ら

マ
イ
ペ
ー
ス
で

　
　

い
い
ん
だ
よ
！

保
健
福
祉
課
か
ら

や
さ
し
い
人
に
な
ろ
う
！

で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７

　　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
人
権
・
福
祉
・

こ
こ
ろ
「
ほ
っ
と
け
れ
ん
」
の
心
を
育
て

 10/
   13

　

こ
の
イ
ラ
ス
ト
を
パ
ソ
コ
ン
で
描
か
れ
た

猫
大
好
き
の
溝
口
宏ひ

ろ

明あ
き

さ
ん
（
御
荘
平
城
）

で
す
。
こ
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
愛
ら
し
い
猫
の

表
情
に
癒
さ
れ
る
絵
本
「
か
わ
い
い
こ
ね

こ
」
を
見
な
が
ら
作
成
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

形
や
色
、
配
置
等
、
と
て
も
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
、
見
る
人
の
心
を
和
ま
し
て
く
れ
る
素
晴

ら
し
い
作
品
だ
と
思
い
ま
す
。

　

溝
口
さ
ん
は
、
３
人
兄
弟
の
末
っ
子
だ
そ

う
で
す
が
、
家
族
や
地
域
の
愛
情
に
支
え
ら

れ
、
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
で
、
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
活
動
の
中
に
、
パ
ソ
コ
ン
交
流
倶
楽
部
が

よ
う
と
「
で
あ
い
ふ
れ
あ
い
愛
南
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
障
害
者
支
援
活
動
を
進
め
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
ほ
か
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
点
字
、

手
話
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ク
レ
ア
＆
香
コ
ン

サ
ー
ト
、
「
南
宇
和
こ

こ
ろ
の
健
康
大

学
」
と
し
て
俳
優

の
石
井
め
ぐ
み
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
な
ど
、

多
く
の
催
し
に
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

　

「
ク
レ
ア
＆
香
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、
ク

レ
ア
さ
ん
の
透
明
感
の
あ
る
澄
み
き
っ
た
歌

声
、
人
は
本
来
、
ど
う
生
き
る
べ
き
な
の
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
吉
田
香

か
お
り

さ
ん
（
作
詞
家

あ
り
「
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
係
な
く
、
マ

イ
ペ
ー
ス
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き

る
の
で
楽
し
い
」
と
、
溝
口
さ
ん
は
ニ
ッ
コ

リ
微
笑
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
イ
ラ
ス
ト
以

外
の
作
品
も
、
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
で
販
売

（
収
益
は
、
パ
ソ
コ
ン
交
流
倶
楽
部
の
活
動

費
に
な
っ
て
い
ま
す
）
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　

こ
の
取
材
を
通
じ
て
「
愛
な
ん
ブ
ラ
ン

ド
」
は
、
物
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
思
い
を

強
く
し
ま
し
た
。
溝
口
さ
ん
の
よ
う
に
、
絵

を
通
し
て
自
己
表
現
が
で
き
る
方
、
他
に

も
い
ろ
ん
な
才
能
を
持
っ
た
方
が
い
る
の
で

で
本
町
在
住
）
の
詩
、
こ
の
二
つ
が
一
体
と

な
っ
て
心
に
響
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
「
や

さ
し
い
街
や
さ
し
い
人
」
と
題
し
た
講
演

で
、
講
師
の
石
井
さ
ん
は
、
出
産
時
の
事
故

に
よ
っ
て
重
度
の
障
害
を
負
っ
た
長
男
優
斗

く
ん
の
出
産
の
様
子
か
ら
、
訓
練
に
明
け
暮

れ
た
日
々
、
そ
し
て
、
優
斗
く
ん
が
い
た
か

ら
こ
そ
見
え
て
き
た
幸
せ
、
感
じ
た
こ
と
な

ど
を
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
、
苦
し

く
悲
し
い
思
い
を
乗
り
越
え
て
前
向
き
に
生

き
る
石
井
さ
ん
の
姿
勢
に
、
と
て
も
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
大
会
が
、
障
害
者
や
人
権

問
題
な
ど
を
見
つ
め
る
機
会
に
な
り
、
お
互

い
に
信
じ
あ
い
、
支
え
合
う
関
係
が
、
地
域

の
中
で
生
れ
て
く
る
こ
と
を
願
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

は
、
そ
ん
な
個
の
魅
力
を
詰
め
こ
ん
だ
「
愛

な
ん
ブ
ラ
ン
ド
」
が
あ
っ
て
も
い
い
な
あ
と

思
い
ま
す
。
今
か
ら
は
、
も
の
と
人
の
セ
ッ

ト
が
「
も
の
の
価
値
を
高
め
る
」
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
個
が
輝
け
る
町
、
愛
南
町
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

写真左から、クレアさん、吉田香
かおり

さん

溝口宏
ひろ

明
あき

さん

石井めぐみさん
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総
務
課
か
ら

次
代
を
担
う
人
材
を
育
て
ま
し
ょ
う
！

生
涯
学
習
課
か
ら

社
会
教
育
に
尽
力
し
て
！

生
涯
学
習
課
か
ら

花
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
が

表
彰
！

生
涯
学
習
課
か
ら

な
つ
か
し
の
優
秀
映
画
鑑

賞
会
の
お
知
ら
せ
！

　

国
土
交
通
省
の
進
め
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
、
内
子
町

か
ら
本
町
正
木
地
区
ま
で
の
国
道
56
号
を

「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
と
い
う
愛
称
で
、
国

道
植
樹
帯
花
壇
の
維
持
管
理
を
各
市
町（
本

町
は
21
団
体
が
実
施
）が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
そ
の
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
団
体

と
し
て
、
次
の
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

役
場
の
仕

事
を
学
び
た

い
と
、
10
月

25
日
・
26
日

の
２
日
間
、

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ

海

洋

セ

ン

タ
ー
で
、
吉

田
ら
ん
さ
ん
、
浅
海
利と

し

吉き

く
ん
、
山
木
政ま

さ

佳よ
し

く
ん
の
３
名（
御
荘
中
学
校
２
年
）が
、
プ
ー

ル
清
掃
や
監
視
、
受
付
業
務
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
講
習
等
の
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、11
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
、
愛
南

町
役
場
ほ
か
で
、
松
平
滉こ

う

太た

く
ん
、
岩
村
美み

恵え

子こ

さ
ん
の
２
名（
城
辺
中
学
校
２
年
）が
、
広

報
紙
作
成
に
係
る
取
材
活
動
、
文
書
の
収
受

や
発
送
業
務
、
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
一
本
松

温
泉
あ
け
ぼ
の
荘
、
国
保
一
本
松
病
院
、
御

荘
文
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理
、
議
会
事
務

局
な
ど
の
各
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

二
人
は
、
ご
み
や
、
医
療
等
、
最
前
線
で
働

く
人
々
の
姿
に
触
れ
、と
て
も
い
い
勉
強
に
な
っ

た
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う

に
、
各
中
学

校
で
は
、
生

徒
が
様
々
な

職
場
を
体
験

す
る
こ
と
で
、

働
く
こ
と
の
厳
し
さ
や
楽
し
さ
、
達
成
感
を

味
わ
い
、
自
分
の
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
ち
、

卒
業
後
の
人
生
を
た
く
ま
し
く
切
り
開
い
て

い
こ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
成
し
よ
う

と
「
職
場
体
験
活
動
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
を
さ
れ
る
各
事
業
所
の
方
々

も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
狙
い
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
愛
南
町
の
次
代
を
担
う
、
活
力
に

満
ち
た
人
材
育
成
と
な
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

香
川
県
で
「
第
49
回
全
国
社
会
教
育
研
究

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
、
社

会
教
育
委
員
や
公
民
館
運
営
審
議
委
員
等
、

社
会
教
育
活
動
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
ご
功

績
が
認
め
ら
れ
、
長
田
俊

し
ゅ
ん

藏ぞ
う

さ
ん
（
船
越
）

が
「
平
成
19
年
度
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合

長田俊
しゅんぞう

藏さん

浅海くん（御荘中）

御荘Ｂ＆Ｇ海洋センターにて

青い国ホテル

特定非営利活動法人
ハンドインハンド若宮会 池田歯科

レインボー一本松
花部会

　

文
化
庁
・
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル

ム
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
な
つ
か
し
の
優
秀
映

画
鑑
賞
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
日
時　

12
月
16
日（
日
）９
時
〜
17
時
30
分

○
場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

「
隠
し
砦
の
三
悪
人
」
・
「
反
逆

児
」
・
「
次
郎
長
三
国
志
」
・
「
白
い
巨
塔
」

○
入
場
料　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

（
す
べ
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
全
国
で
63
名
、
県
内
で
は
唯

一
、
長
田
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

岩村さんと松平くん（城辺中）

一本松温泉あけぼの荘にて

四国整備局長表彰

　青い国ホテル

大洲河川国道事務所長表彰

　池田歯科、特定非営利活動法人ハンドインハンド、若宮会、

レインボー一本松花部会
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水
産
課
産
業
振
興
室
か
ら

水
産
学
で
地
域
貢
献
を

め
ざ
す
！

環
境
衛
生
課
か
ら

美
し
い
心
で
、美
し
い
町
を

つ
く
ろ
う
！

農
林
課
か
ら

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

ホ
テ
ル
サ
ン
パ
ー
ル
で
、
愛
媛
大
学
南
予

振
興
塾
・
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
設
置
準
備
委
員
会
が
共
催
し
、
南
予
の

水
産
と
漁
村
の
将
来
を
考
え
る
「
愛
媛
大

学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
準
備
講
演

会
」
が
開
催
さ
れ
、
漁
協
や
水
産
業
者
等
、

約
１
１
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　

講
演
会
に
先
立
ち
、
谷
口
町
長
が
「
町
と

し
て
も
、
４
月
ま
で
に
西
海
支
所
の
施
設
改

修
工
事
を
行
う
等
、
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
き
た

 11/
    5

い
。
ま
た
、
地
域
貢
献
を
主
眼
に
置
い
た
愛

媛
大
学
の
取
組
み
に
対
し
て
は
、
心
か
ら
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。 

　

講
演
会
で
は
、
水
産
業
を
核
と
し
た
地
域

振
興
の
展
望
、
水
産
基
盤
整
備
を
軸
と
し
た

漁
港
漁
村
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
南
予
水
産

研
究
セ
ン
タ
ー
の
役
割
、
こ
の
３
点
に
つ

い
て
、
山
内
晧こ

う

平へ
い

北
海
道
大
学
副
理
事
ほ

か
４
名
か
ら
、
産
官
学
の
連
携
に
よ
る
函
館

国
際
水
産
・
海
洋
都
市
構
想
等
の
先
進
的
な

事
例
を
交
え
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
山
内
先
生
は
「
愛
媛
大
学
が
積
極
的

な
地
域
貢
献
を
め
ざ
し
て
設
置
す
る
南
予
水

産
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
研
究
や
教
育
に
と

ど
ま
ら
す
、
大
学
や
行
政
、
水
産
業
者
、
住

民
が
同
じ
舞
台
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

考
え
る
と
い
う
機
運
を
創
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
産
官
学
に
加
え
、
住
民
と
の
連
携
の
重

要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
、
４
月
に
設
置
さ
れ
る
愛
媛
大
学
南

予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー

長
に
山
内
晧こ

う

平へ
い

北
海
道
大
学
副
理
事
が
就
任

さ
れ
、
教
授
や
学
生
、
十
数
人
が
町
に
住
所

を
移
し
「
生
命
・
環
境
・
地
域
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
新
た
な
養
殖
生
物
の
研
究
や
漁

場
環
境
等
、
養
殖
現
場
が
抱
え
る
諸
問
題
の

研
究
、
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
活
用
し
た
活

性
化
策
や
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
、
ブ
ラ
ン
ド
化

等
、
消
費
拡
大
を
め
ざ
し
た
様
々
な
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
の
開
発
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

11
月
１
日
、
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル
で
、
環

境
保
全
活
動
に
取
組
む
県
内
の
個
人
や
団
体

を
顕
彰
す
る
「
第
４
回
あ
い
テ
レ
ビ
三
浦
保

環
境
賞
」
の
表
彰
式
が
あ
り
、
川
の
浄
化
を
め

ざ
し
た
清
掃
活
動
等
に
取
組
ん
で
い
る
「
蓮

乗
寺
川
を
き
れ
い
に
し
た
い
会
」（
蓮
乗
寺

グ
ル
ー
プ

：

代
表
松
陰
秀ひ
で

行ゆ
き

さ
ん
、
矢
の
町

グ
ル
ー
プ

：

代
表
前
田
嘉よ
し

明あ
き

さ
ん
、
中
組
グ

ル
ー
プ

：

河
上
雅ま
さ

昭あ
き

さ
ん
、
川
遊
会

：

代
表
溜

尾
純
じ
ゅ
ん
い
ち
一
さ
ん
）が
見
事
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
11
月
下
旬
か
ら
、
ご
み
の
不

法
投
棄
や

生
活
排
水

等
、
私
た

ち
の
身
近

な
生
活
環

境
を
脅
か

す
様
々
な

環
境
問
題

に
つ
い
て

話
し
合
う

場
と
し
て
「
環
境
学
習
会
」
を
、
町
内
の
各

地
区
に
町
職
員
が
出
向
き
、
各
公
民
館
単

位
を
基
本
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
身
近
な

環
境
問
題
等
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
気
軽
に
環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

西
予
市
野
村
町
（
野
村
町
家
畜
総
合
振
興

セ
ン
タ
ー
）
で
「
平
成
19
年
度
愛
媛
県
総
合

畜
産
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
、
池
田
一か

ず

成な
り

さ

ん
（
広
見
）
所
有
の
牛
が
未
経
産
牛
の
部
、

子
牛
の
部
、
去
勢
の
部
の
３
部
門
で
優
等
賞

首
席
に
、
近
藤
明

あ
き
ら

さ
ん
（
増
田
）
所
有
の
牛

が
去
勢
の
部
で
１
等
賞
次
席
に
、
そ
れ
ぞ
れ

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
経
産
牛
の
部

と
子
牛
の
部
で
優
等
賞
首
席
と
な
っ
た
池
田

一
成
さ
ん
所
有
の
「
か
お
り
１
号
」
が
農
水

10/
  18

省
生
産
局
長
賞
に
、
「
え
い
こ
号
」
が
農
政

局
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

自慢の牛と一緒に！（池田一
かず

成
なり

さん）

蓮乗寺川をきれいにしたい会の皆さん
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「どういう場合に、住民税の住宅
ローン控除の対象となるの？」

「平成19年以降に
　　　　入居した場合は？」

夫婦と子供２人（内一人は、特定扶養）、給与収
入７００万円（住宅ローン控除可能額：２７万
円）の家庭の場合

★税源移譲がなければ、

税額
住宅ローン
控除額

負担額

所得税 263,000 263,000 0 

住民税 196,000 適用なし 196,000 

合　　　計 459,000 263,000 196,000 

　　　
　　　

★税源移譲により
（所得税が減り住民税が増える）

税額
住宅ローン
控除額

負担額

19年の所得税 165,500 165,500 0 

20年度の住民税 293,500 97,500 196,000 

合　　　計 459,000 263,000 196,000 

●所得税は、1／1～12／31までの所得に税金がか
かります。

●住民税は、1／1～12／31の間の所得に対して、
翌年6月から税金がかかります。

※平成19年中に亡くなられた方や海外へ転出されて平成20年１月１日現在
国内に居住されていない方には、この経過措置は適用されません。
※この経過措置の対象となる方は、住民税と所得税の人的控除（配偶者
控除、扶養控除、基礎控除など）額の差の合計額が、平成20年度の住
民税の合計課税所得金額（課税長期譲渡所得等の金額がある場合は、
これらの金額を合計した金額）以上になる方に限られます。したがっ
て、寄附金控除額などの人的控除以外の控除額が増加したり、住宅ロー
ン控除などによって所得税が課税されなくなった方には、この経過措
置は適用されません。

所得変動に伴う住民税の還付を
受けるためには申告が必要と
なります。

税源移譲により、所得税率の変更による税負
担の軽減の影響は受けず、住民税率の変更
による税負担の増加の影響のみを受ける方
については、既に納付済の平成19年度分の
住民税額から、税源移譲により増額となった
住民税相当額を還付します。

平成19年度分住民税を課税した平成19年１月１日現在お住まいの市区町村へ減

額申告書を提出してください。他の市区町村へ転居された方は申告先をお間違

えにならないようご注意ください。

給与所得者の方については、平成19年分の給与所得の源泉
徴収票の摘要欄に「住宅借入金等特別控除可能額」が記載
され、この金額が源泉徴収票の「住宅借入金等特別控除の
額」より大きい場合に、住民税の住宅ローン控除の対象と
なります。

「住民税の住宅ローン控除」の適用はありません。

別途、所得税において、新たな住宅ローン控除制度の特例
が設けられましたので、所轄の税務署にお問い合せくださ
い。

「従来の方式」と「控除率を引き下げて控除期間を延長

する方式（10年から15年に延長）」の選択制をとる特例

が創設されています。（  　　　　　　　　　　　　　　　）

税源移譲により、所得税が減額となり、
控除できる住宅ローン控除額が減る場合
があります。平成18年末までに入居し、
所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から控
除しきれなかった額がある場合は、翌年度の住民税（所得
割）から控除できます。

控除しきれなかった分は
住民税（所得割）から控除
されます。

平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用
を受けるためには、毎年申告が必要となります。
　平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生

した場合、平成20年３月17日までに、平成20年１月

１日現在お住まいの町へ「市町村民税道府県民税 住

宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してくださ

い。 

97 ,500円の差が申告をする
と、住民税より控除されます

適用を受ける方 提出方法

所得税の確定申告をされない方
源泉徴収票を添付して町
（税務課）へ提出

所得税の確定申告をされる方
所得税の確定申告書とと
もに税務署へ提出

平成１９年から税源移譲によって、所得税・住民税が変わっています。
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企
画
財
政
課
か
ら

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
統
計
調

査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

企
画
財
政
課
か
ら

配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
改
正

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら

粗
大
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

町
民
課
か
ら

年
金
相
談
の
時
間
延
長
と

休
日
相
談
の
お
知
ら
せ

③（
収
集
）
依
頼
者
が
、
粗
大
ご
み
を
家
庭

か
ら
指
定
さ
れ
た
場
所
に
出
し
、
職
員
が

収
集
車
に
積
込
み
を
し
ま
す
。

　

○
粗
大
ご
み
の
収
集
手
数
料
は
、

　

収
集
手
数
料
１
回
２
，
０
０
０
円
と
、

ご
み
の
重
量
、
10
㎏
に
つ
き
１
０
０
円
の

手
数
料
を
現
金
で
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
集
で
き
な
い
粗
大
ご
み

　

資
源
ご
み
、
新
聞
雑
誌
、
危
険
物
、
建
築

廃
材
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
係
る
製
品
、

そ
の
他
、
受
入
れ
困
難
と
認
め
ら
れ
た
物
。

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
気
軽
に
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
（
℡
７
２
―

６
９
５
５
）
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成
20
年
１
月
11

日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
市
町
村
に
対
す

る
基
本
計
画
策
定
の
努
力
義
務
等
を
定
め

た
、
配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
一
部
改
正
法

が
、
平
成
19
年
の
通
常
国
会
で
成
立
し
、
７

月
11
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
を
、
12
月
31
日

現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
12
月

か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に

　

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
粗
大
ご
み
を
搬
入
す
る
手
段
が
な

い
方
の
た
め
に
、
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
が
収

集
す
る
「
直
接
収
集
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
収
集
で
き
る
粗
大
ご
み
は
、
町

内
で
排
出
さ
れ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
原
則

と
し
て
、
作
業
時
に
、
器
物
等
の
破
損
の
お

そ
れ
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
職
員
が
家
屋

内
か
ら
、
直
接
、
積
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
に
粗
大
ご
み
が
あ
る
場
合

①（
受
付
）
依
頼
者
が
、
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

に
電
話
し
、収
集
し
て
ほ
し
い
旨
を
伝
え
る
。

②（
予
約
）
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
職
員
が
、

収
集
日
・
時
間
等
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

○
改
正
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

①
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
脅
迫
を
受
け
た

被
害
者
に
係
る
保
護
命
令

②
電
話
等
を
禁
止
す
る
保
護
命
令

③
被
害
者
の
親
族
等
へ
の
接
近
禁
止
命
令

　

詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害

者
支
援
情
報
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.gender.

go
.jp/e-vaw

/index.htm

）
を
開
設
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
本
年
の
調
査
よ
り
調
査
項

目
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、調
査
票

の
記
入
に
あ
た
っ
て
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
調
査
員
は
、
愛
媛
県
知
事
か
ら
任

命
さ
れ
た
地
方
公
務
員
で
、
知
事
が
交
付
し

た
「
調
査
員
証
」
を
必
ず
身
に
着
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

愛
媛
県
内
の
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年

金
相
談
時
間
の
延
長
及
び
休
日
に
お
け
る
年

金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
日
や
昼
間
に
相
談
で
き
な
い
方
は
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
毎
週
月
曜
日
の
時
間
延
長
の
年
金
相
談

　

毎
週
月
曜
日
は
、
午
後
７
時
ま
で
時
間
延

長
し
て
、
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
火
曜
日
又
は

直
後
の
開
庁
日
と
な
り
ま
す
。）

◆
休
日
開
庁
に
よ
る
年
金
相
談

　

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、
社
会
保
険
事
務
所

を
開
庁
し
て
、
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
平
日
に
来
訪
で
き
な
い
方
は
、
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
開
庁
時
間

《
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
ま
で
》

　

年
金
相
談
の
待
ち
時
間
を
解
消
す
る
た
め

時
間
予
約
に
よ
る
年
金
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
相
談
希
望
日
の
前

日
ま
で
に
、
ご
都
合
の
よ
い
日
・
時
間
を
電

話
等
で
社
会
保
険
事
務
所
（
宇
和
島
社
会
保

険
事
務
所
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
４
４
０
）

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

　

○
12
月
18
日（
火
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
　

町
商
工
会
城
辺
支
所

　
　

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）
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総
務
課
か
ら

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

保健事業のお知らせ（１２月）

生
涯
学
習
課
か
ら

地
域
密
着
型
ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
の
お
知
ら
せ
！

あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 お知らせ

はまゆう
乳幼児保育所
地域子育て
支援センター

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月 １２：００～１７：００

火・木   ８：００～１３：００ 12/23クリスマス会

園庭・保育室開放 水・金   ８：００～１７：００ 12/29～1/3休み

育児（電話）相談
月～金   ８：００～１７：００

土   ８：００～１２：００

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   ８：００～１３：００

12/29～1/3休み園庭・ホール開放 火・木   ８：００～１３：００

育児（電話）相談 月～金   ８：００～１７：３０

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
育児相談や各種
ワークショップ

月～金   ９：３０～１６：３０ 12/28～1/4休み

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改
修
し
、
視
覚
障
害

等
の
方
へ
も
配
慮
す
る
等
、
行
政
分
野
ご
と

の
情
報
を
充
実
さ
せ
た
ほ
か
、
皆
様
が
検
索

し
や
す
い
よ
う
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。
な
お
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
11
月
26
日
か
ら
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆

内　容 月　日 曜日 場　所 対象年齢

１歳６か月児健診 12月  4日 火

城辺保健福祉センター

H18年3月1日～
H18年4月30日生

３歳児健診 12月11日 火
H16年9月1日～
H16年10月31日生

　対象者には通知します

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるくひろば 12月  7日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：３０

育児相談 12月12日 水 西海保健福祉センター ９：３０～１１：３０

みなみっ子 12月17日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆その他☆☆☆☆☆☆☆

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

両親学級
「かるがも教室」

12月  9日 日 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０

事前申込み

栄養相談 12月17日 月 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問い合わせ　保健福祉課　℡７２－１２１２

　

愛
媛
県
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
地
域
振
興
協
議
会

で
は
、
愛
媛
Ｆ
Ｃ
や
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ

レ
ー
ツ
な
ど
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

地
域
活
性
化
策
を
考
え
る
「
地
域
密
着
型
ス

ポ
ー
ツ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
元
気
な

地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ

１
の
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
石
川
操

み
さ
お

ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
推
進
室
長
の
事
例
発
表
や
「
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
方
策
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
意
見
交
換
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

○
日
時　

12
月
22
日（
土
）
13
時
〜
17
時

○
場
所　

　

セ
ミ
ナ
ー　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室　

（
南
レ
ク
城
辺
公
園
）

　
　
　
　
　
　
　
　

15
時
30
分
〜
17
時

　

○
野
球　

野
球
場

　

○
サ
ッ
カ
ー　

芝
球
技
場

○
入
場
料　

無
料

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

12
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１２・１月行事予定表

一　般　内　科
第２日曜日   9日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第３日曜日 16日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

天皇誕生日 23日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

振 替 休 日 24日 粉川内科 城 辺 甲 ☎72-2111

第５日曜日 30日 管外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

３１　　日 31日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

元　　　日   1日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

２　　　　日   2日 粉川内科 城 辺 甲 ☎72-2111

３　　　　日   3日 管外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

第１日曜日   6日 中浦診療所 中　　浦 ☎75-0503

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

１２月の当直医

救　急　担　当
日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

１月の当直医

固

定

資

産

税

3期分/
4期分

国

民

健

康

保

険

税

7期分/
10期分

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督

促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。

町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る

べ
き
税
額
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、

駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月

末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日

が
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

  今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

 　５日・１２日・１９日
水曜日の　AM8：30～10：00
１月の引取日は、
 　９日・１６日・３０日
水曜日の　AM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本庁または各支
所まで連れてきてください。詳しくは、環境衛生課（℡72－
7316）または各支所地域振興課まで問い合わせください。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、

小
屋
の
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

12/28
1/31

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛

南
町
役
場
、
山
出
・
駄
場
・
豊
田
各
集
会
所

12/26
1/29

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦

盛
各
集
会
所

12/21
1/25

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・

内
泊
・
船
越
・
小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

12/19
1/23

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所

手
前
、
樽
見
小
学
校
跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久

家
各
集
会
所

12/17
1/21

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・

中
川
各
コ
ミ
セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

12/13
1/17

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越

運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ

ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・
各
集
会
所

12/11
1/15

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節

崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺
新
町
各
集
会
所

12/7
1/10

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長

崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

12/5
1/8

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公

民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

12/3
1/4

１2、１月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

5 水 13：00～15：00
行政相談

（内海地域）
DE・あ・い・21

6 木 19：00～20：30
環境学習会
（久良地区）

久良公民館

8 土
  9：00～21：00 内海地域文化発表会 DE・あ・い・21

10：00～19：00
愛いっぱい愛南産直市

（～14日）
三越松山店

9 日

  8：30～
第6回愛南杯

南レクテニス大会

南レク御荘公園
テニスコート

ほか

  8：30～15：30 篠南文化祭
篠山小中学校

体育館

  8：30～17：00
第3回愛南町

スポーツ少年大会
サッカー競技

南レク城辺
グラウンド

ほか

  9：00～16：00 内海地域文化発表会 DE・あ・い・21

  9：00～16：00
一本松

地域文化発表会
山村開発
センター

11：30～
ぎょショック！ツアー
愛南の寒ぶりフルコースin久良

久良漁協
ほか

14：00～16：00 子ども映画会 御荘夢創造館

15：30～16：30 読み聞かせ 御荘夢創造館

11 火 19：00～20：30
環境学習会

（西海公民館区）
西海公民館

12 水 13：00～15：00
行政相談

（御荘・城辺・
一本松・西海地域）

御荘文化
センターほか

13 木 10：00～
第4回愛南町

議会定例会（初日）
議場

14 金 11：00～21：00
愛南大漁祭り
寒ぶりフェアー
（～16日）

アサヒビール園
伊予西条店

15 土
14：30～ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

15：00～19：30
パールイルミネーション

in DE・あ・い
DE・あ・い・21

16 日
  9：00～17：30

なつかしの優秀映画
鑑賞会

御荘文化
センター

15：30～16：30 読み聞かせ 御荘夢創造館

18 火 10：00～15：30 年金一日相談
商工会
城辺支所

19 水 10：00～15：00 人権相談 城の辺学習館

21 金 19：30～21：00
つくし会

（人権・同和問題学習会）
大森文化会館

22 土 13：00～17：00
地域密着型スポーツ

フォーラム
御荘文化
センター

23 日 14：00～15：00
作って遊ぼう

（幼児親子対象）
御荘夢創造館

１月

2 水 10：00～12：00 旅客船乗り初め式 中泊

3 木 14：00～16：00
平成20年

愛南町成人式
御荘文化
センター

6 日   8：30～17：00 深浦少年剣道大会 深浦小体育館

9 水 13：00～15：00
行政相談

（御荘・城辺・
一本松・西海地域）

御荘文化
センターほか

11 金 13：00～15：00
行政相談

（内海地域）
家串公民館
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私
は
、
愛
南
町
で
の
最
初
の
日
の
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
日
本
を
大
好
き
に
な
っ
た
の
は
、

愛
南
町
で
の
初
め
て
の
夜
で
の
こ
と
で

す
。
そ
の
日
は
、
城
辺
で
「
花
火
大

会
」
が
あ
り
、
光
と
花
火
と
音
楽
が
と

て
も
印
象
的
で
、
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン

ト
で
し
た
。
そ
し
て
、
す
れ
違
う
人
が

互
い
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
雰
囲
気
が

と
て
も
温
か
く
、
地
域
の
結
び
つ
き
の

強
さ
・
深
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
の
夜
か
ら
、
愛
南
町

は
、
人
々
が
温
か
く
、
と
て

も
住
み
や
す
い
地
域
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
か
ら
職
場
の
方
ま

で
、
皆
さ
ん
が
こ
ち
ら
の
生

活
に
慣
れ
る
よ
う
、
私
に
や

さ
し
く
接
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ち
ら
に
来
て
、

す
ぐ
に
2
つ
の
〝
盆
踊
り
〞

に
も
参
加
し
て
、
う
ま
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
「
よ
う
こ

　

こ
ん
に
ち
は
、
私
の
名
前
は
、
ジ
ャ

レ
ッ
ド
・
ク
ボ
カ
ワ
と
い
い
ま
す
。
29

歳
で
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ

ゴ
の
出
身
で
す
。
私
の
名
前
を
不
思
議

に
思
う
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ク
オ
ー
タ
ー
で
、
お
じ
い
さ
ん

が
、
1
9
3
0
年
代
に
広
島
県
の
廿
日

市
市
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
て
き
ま

し
た
。
い
つ
か
、
日
本
の
親
戚
に
も
会

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
南
町
に
来
て
感
じ
た
こ
と
は
、
深

緑
色
の
海
、
そ
し
て
、
み
か
ん
の
な
っ

て
い
る
山
々
な
ど
、
そ
の
自
然
の
美
し

さ
で
す
。
ま
た
、
新
鮮
な
野
菜
や
魚
な

ど
、
食
べ
物
の
お
い
し
さ
に
も
感
激
し

ま
し
た
。

　

特
に
、
冷
た
い
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が

ら
、
わ
さ
び
を
付
け
て
玉
ね
ぎ
と
一
緒

に
食
べ
る
お
刺
身
が
大
好
き
で
す
。
こ

ん
な
に
お
い
し
い
魚
は
、
シ
カ
ゴ
で
は

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
現
在
、
城
辺
中
学
校
で
英
語

指
導
助
手
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

学
校
は
と
て
も
楽
し
く
、
先
生
方
も
親

切
で
色
々
な
場
所
に
私
を
参
加
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
生
徒
も
、
私
の
周
り
に
集

ま
っ
て
楽
し
い
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

愛南町の生活にも、少しずつ慣れてこられた
ALT（外国人英語指導助手）の方に便りをいた
だきましたのでご紹介します。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
授
業
で
違
う
点

は
、
日
本
の
生
徒
は
質
問
を
し
ま
せ
ん

が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
質
問
を
す
る
こ

と
で
す
。

　

私
は
旅
行
を
し
た
り
、
サ
ッ
カ
ー
や

ギ
タ
ー
の
練
習
を
し
た
り
、
詩
を
書
い

た
り
す
る
の
が
好
き
で
す
。
川
沿
い
を

自
転
車
で
乗
っ
て
い
る
と
き
に
、
詩
を

作
っ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

E
ach
 ea
rly
 A
u
tu
m
n

　

毎
年
秋
に
な
る
と

th
e S
o
zu
 riv
er sw

ells w
ith

　

僧
都
川
が
豊
か
に
な
る

fat g
o
ld
 ca
rp
 a
n
d
 lo
v
e

　

ふ
く
よ
か
な
金
色
の
鯉
と
愛
で

　

ど
こ
か
で
私
を
見
か
け
た
ら
、
英
語

で
も
日
本
語
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
愛
南

町
の
人
た
ち
と
た
く
さ
ん
話
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

そ
」
と
、
と
て
も
歓
迎
し
て
く
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

　

特
に
、
浴
衣
を
着
て
、
盆
踊
り
に
参

加
し
、
日
本
の
伝
統
的
な
生
活
文
化
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
文
化
を
受
け

継
ぐ
、
生
活
文
化
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
教
え
る
こ
と
が
大
好
き

で
す
し
、
先
生
方
も
私
を
色
々
な
こ
と

に
参
加
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス

の
学
校
と
違
っ
て
掃
除
時
間
が
あ
る
の

は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
ギ
リ

ス
で
は
、
清
掃
作
業
員
に
お
金
を
支

払
っ
て
学
校
の
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
先
生
や
生
徒
が
学
校
の
清
掃
を

す
る
の
は
、
大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
互
い
を
尊
敬
す
る
気
持
ち
を
態
度
で

示
し
た
り
、
や
さ
し
さ
を
育
て
て
い
く

と
に
な
る
と
思
う
か
ら

で
す
。

　

愛
南
町
に
来
て
、
素

晴
ら
し
い
景
色
に
も
感

動
し
ま
し
た
し
、
人
々

の
温
か
い
歓
迎
に
は
、

言
葉
で
は
言
い
表
せ
な

い
ほ
ど
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
の
愛
南
町
に
来

た
こ
と
を
誇
り
に
、
今

後
と
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ジャレッド・クボカワさん

タートン・セリーナさん

城辺中学校にて

内海中学校にて

ハロー
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ
正木
保育所

はまゆう
保育所

一本松
保育所

すいとん

緑
保育所

レシピご紹介

（分  量）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1カップ
・・・・・・・・・・・・2～3葉

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2本
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3枚

・・・・・・・・・・・・・・・1/2わ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g

・・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜

（材  料）

じゃがいも

小麦粉

キャベツ(白菜)

にんじん

生しいたけ

ほうれんそう

豚肉

かつおだし

しょうゆ

じゃがいもはゆで、つぶしてお

く。冷めたら小麦粉を混ぜ、手

につかない固さにする。

だしは、煮干しやかつおけずり

など好みでとる。

キャベツはざく切り、にんじん

はいちょう切り、生しいたけは

1/2にして薄く切る。ほうれんそ

うはゆでて2cmに切る。

②で豚肉と③の野菜を煮て、調

味料で味をつけたら、①を適当

な大きさで落として、浮いてき

たら1～2分煮てできあがり。

◎お家にある残り野菜を利用
してもいいですね。朝食でも、
おやつや夕食でも、いい一品で
す。

②

④

③

作り方

①

ほうれんそうは2cmに切る

ゆでて
つぶす

キャベ
ツ

ざく切
り

人参

生しいたけ

豚肉　　　

　　　　　

　　　　　

じゃがいも

　　　



広報　　　　　　　　平成19年12月号 20

10/20・21 中川を元気にしよう!

　国道56号沿線の中川地区の田んぼで、秋を彩る可憐なコスモスを、ドライバーや歩き遍路の方々に楽しんでも

らおうと、中川地区老人クラブ延
え ん じ ゅ

寿会(西本篤
あ つ お

生会長)が「第1回ミニコスモス祭り」を開催しました。

　この行事は、会員の中西茂
し げ ふ み

文さんが、所有する水田の利活用をすることで、人が集まり、元気が出るような催

しができないかと模索する中で実現したイベントだそうです。当日は、クロッケー大会やフレッシュ一本松の出

張物産販売も行われ、カメラを手に多くの方が訪れていました。

に け ー し ょ ん

10/23 大物釣りは、西海においで!

　四国電力・(株)

四電工・(財)四国

電気保安協会の

職員10名が、僧都

川土手の清掃活動

を実施し、不法投

棄された空き缶や

ビニール袋等を回収しました。

　この事業は、毎年、四国電力グループが「よんでん

グループふれあい旬間」(10/21～30)として、清掃活動

や独居老人宅・社会福祉施設等の特別点検など、グ

ループ独自の社会貢献活動として実施されているも

のです。

10/27地域のお役に立ちたい!
　西日本屈指の魚影を

誇る西海地域で「第2回

愛南にしうみ磯釣大会」

が開催され、岡山県や

高知県からの参加者も

含め、計179名が、中泊・

西海南部渡船組合の各

船に分かれ、自慢の竿と

仕掛けで、大物のグレに

挑みました。

　当日は、台風の影響

による強風のため、思い

通りの釣果は得られな

かったようですが、広々

とした海原を眺めながら、大物の魚との駆け引きを楽

しんだようでした。

【大会の結果は、次のとおりです】

●グレ長寸の部

　1位43.6cm 竹林順
じ ゅ ん じ

司さん(福浦)

　2位39.2cm 尾崎弘
ひろむ

さん(御荘平城、

　3位36.5cm 兼久明
あ き ら

郎さん(松山市)

●他魚の部

　1位64.8cm(ツムブリ) 橋本伸
し ん じ

二さん(四万十市)

●レディースの部

　1位27.4cm(グレ) 松岡美
み さ

佐さん(四万十市)
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愛 南 こ み ゅ

10/22　
　城辺小学校
1年生(37名)を
対象に「セカ
ンドステップ」
という授業が
行われていま
す。このプログ
ラムは、アメリ
カで開発され
「子どもが加
害者にならな

い、キレない子どもを育てよう」を合言葉に、様々な場
面で自分の感情を言葉で表現し、対人関係や問題を
解決する能力と怒りや衝動をコントロールできるよう
計画されたもので、同校では、秋本良

よ し つ ぐ

次先生(愛媛大

学法文学部非常勤講師)を講師に、平成18年度からこ

のプログラムに取組み、今年度は、全プログラムを実
施しています。

　当日は「何かをする前に、危険性はないか。ずるく
ないかを考える」というテーマで、対処法を分かりや
すく指導されていました。同校でも「児童たちの言動
に攻撃性が減少し、より良い人間関係を持てるように
なった」と、児童の様子に変化が生れてきているよう
です。
(文 山口眞

ま り こ

理子編集委員)

やさしい言葉で、いい関係を創ろう!10/13 私が創った真珠の輝き!

　DE・あ・い・21で「第11回パールジュエリー・デザイン

コンテスト表彰式」が行われ、17名の受賞者が出席さ

れました。また、表彰式の後、受賞者は真珠養殖場の

見学を行うなど、本町自慢の美しい風景に感動された

様子でした。

　なお、このコンテストには、国内を含め、南アフリカ

や大韓民国など計6カ国から、438

名、548点の応募があり、最優秀賞

に高橋直也さん(愛知県)の「再生」

が選ばれたほか、計113点の作品が

入賞されました。

（写真・文 寺岡秀
ひ で ゆ き

幸編集委員）

11/3 集まれば、愛南の宝!

　毎年、各地区で担がれる牛鬼や四つ太鼓、唐獅子、お神輿等、それぞれに色使いや形が違い、一度、全部見てみ

たいと思っていますが、皆さんは、どうですか。

　私は、町内に何体あるのか分からない出し物を、観光資源として見つめた時、見慣れた秋祭りの風景とは違った

魅力が生まれるのではと夢を見ています。西条祭りのように・・

最優秀賞を受賞した高橋さん

城辺上組中泊地区

一本松地区下永ノ岡地区 船越地区
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ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
　

あ
け
ぼ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
3
回
愛
南
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
20
チ
ー
ム
（
1
部

5
チ
ー
ム
、
2
部
9
チ
ー
ム
、
3
部
6
チ
ー
ム
）
、
約
2
6
0
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

保
護
者
や
観
客
の
声
援
を
受
け
た
選
手
た
ち
は
、
精
一
杯
の
プ
レ
ー
で
チ
ー
ム

の
勝
利
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
】

1
部 

優
勝 

船
越
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

準
優
勝 

久
良
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

2
部 

優
勝 

赤
水
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

準
優
勝 

長
月
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

3
部 

優
勝 

緑
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
B　

準
優
勝 
僧
都
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　

一
球
入
魂
!

10/

 14

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
野
球
場
ほ
か
で
「
第
3
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
愛
南
」
が
開
催
さ
れ
、
約
7
0
0
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
種
目
で
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
優
勝
の
み
掲
載
】

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

1
部 

オ
ー
ル
デ
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
　

 

2
部 

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

　
　
　
　
　
　
　

3
部 

御
荘
シ
ニ
ア 

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子 

1
部 

南
高
O
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

2
部 

愛
球
会

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子 

パ
ッ
シ
ョ
ン

○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー 

1
部 

ヤ
ム
チ
ャ

　
　
　
　
　
　
　

 

2
部 

ち
ゃ
ぐ
り
ん

○
軟
式
テ
ニ
ス
Ⅰ
部 

立
花
幸こ

う

じ治
・
岩
城
令の

り

た

か孝
ペ
ア

　
　
　
　
　
　

Ⅱ
部 

和
田
ゆ
か
り
・
岡
本
万ま

り

こ

里
子
ペ
ア

○
硬
式
テ
ニ
ス
A
ク
ラ
ス 

倉
田
知と

も

ひ

さ久
・
松
浦
寛

ひ
ろ
し

ペ
ア

　
　
　
　
　
　

B
ク
ラ
ス 

中
川
雄ゆ

う

す

け介
・
倉
田
貞さ

だ

ひ

ろ弘
ペ
ア

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
!

10/
  21

2 部優勝 赤水スポーツ少年団

○
野
球 

ド
リ
ー
ム
ス

○
ク
ロ
ッ
ケ
ー 

広
見
C

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 
団
体
戦　

御
荘
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

個
人
戦 

赤
岡
日ひ

で

お

出
郎

3 部優勝 緑 Bスポーツ少年団 B

1 部優勝 船越スポーツ少年団

ソフトバレー
2部優勝 ちゃぐりん

ソフトバレー
1部優勝 ヤムチャ

グラウンドゴルフ
団体戦優勝 御荘 E

選手宣誓をするバレー
ボール女子の部に出場
した長岡くみさん
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元気いっぱい！元気いっぱい！
気
迫
の
ぶ
つ
か
り
合
い
!

10/
　28

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
相
撲
場
で
「
第
3
回
伊
予
・
土
佐
親
善
相
撲
愛
南
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
高
知
市

や
松
山
市
な
ど
か
ら
小
学
生
25
チ
ー
ム
（
高
知
11
・
愛
媛
14
）
、
中
学
生
14
チ
ー
ム
（
高
知
8
・
愛
媛
6
）
の
計

1
7
2
名
が
参
加
し
、
迫
力
あ
る
取
組
み
が
行
わ
れ
、
保
護
者
や
観
客
か
ら
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
本
町
選
手
の
入
賞
者
の
み
掲
載
】

○
小
学
生
団
体 
準
優
勝 

愛
南
（
山
木
穣

じ
ょ
う

、
尾
﨑
元げ

ん

き輝
、
岩
村
孔こ

う

せ

い成
）

○
中
学
生
団
体 
準
優
勝 

愛
南
（
山
木
翔

し
ょ
う
へ
い平

、
小
松
功こ

う

だ

い大
、
寺
岡
慎し

ん

と人
）

○
小
学
生
個
人 

1
年 

2
位 

尾
﨑
穏と

し

の

り実
（
平
城
小
） 

3
位 

片
山
顕け

ん

ご吾
（
城
辺
小
）

2
年 

2
位 

近
平
昌ま

さ

ひ

ろ優
（
平
城
小
） 

3
位 

山
本
皐こ

う

た太
（
東
海
小
）

苦
し
さ
に
耐
え
、
ふ
る
さ
と
の
風
を
感
じ
る

10/
　12

　

澄
み
切
っ
た
青
空
の
下
、
御
荘
中
学
校
が
、
同
中
か
ら
柏
崎
地
区
を
経
て
大
浜
地
区(

国
道
56
号
内
海
ト
ン
ネ
ル
付
近)

ま
で
を
歩

い
て
往
復
す
る
「
御
荘
中
ス
パ
ル
タ
ス
ロ
ン
」(
平
成
元
年
度
か
ら
実
施)

を
実
施
し
ま
し
た
。
私
も
、
広
報
編
集
委
員
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
は
、
体
力
的
・
精
神
的
に
と
て
も
厳
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
た
チ
エ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に

い
る
生
徒
会
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
一
緒
に
歩
い
た
生
徒
た
ち
の
や
さ
し
い
言
葉
や
笑
顔
に
助
け
ら
れ
、
無
事
に
完
歩
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
車
で
は
見
落
と
し
て
し
ま
う
木
々
や
海
の
風
景
に
、
改
め
て
感
動
し
ま
し
た
し
、
美

し
い
「
愛
南
の
魅
力
」
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
事
業
が
も
っ
と
多
く
の
学
校
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

(

文 

小
野
山
か
を
り
編
集
委
員)

5
年 

2
位 

中
川
裕ゆ

う

た太
（
家
串
小
） 

3
位 

片
山
桂け

い維
（
城
辺
小
）

6
年 

3
位 

近
平
佳け

い

た

ろ

う

多
朗
（
平
城
小
）

柏崎地区のチェック
ポイント「天皇陛下
ご展望の地」にいた
生徒会役員の方々で
す。

気
分
は
J
リ
ー
ガ
ー
!

11/
　11

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
芝
球
技
場
で
「
第
1
回
愛
南
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
園
児
約
1
0
0
名
・
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
幼
児
期
か
ら
ボ
ー
ル
に
ふ
れ
、
親
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
園
児
た
ち
は
、
保
護
者
や
観
客
の
声
援
を
受
け
、
楽
し
そ
う
に

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

優　

勝 

ス
ー
パ
ー
ベ
ジ
ッ
ト
チ
ー
ム(

長
崎
・
菊
川
保
育
所)

準
優
勝 

ブ
ル
ー
ド
ラ
ゴ
ン(

御
荘
保
育
所)

優勝 スーパーベジットチーム
（長崎・菊川保育所）
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　財政状況を公表します

と畜場特別会計予算の執行状況 （単位：千円）

      歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

１ 使用料及び手数料 6,494 3,091 １ と畜場費 14,355 5,982

２ 繰入金 7,859 0

３ 繰越金 1 629

４ 諸収入 1 0

歳入合計 14,355 3,720 歳出合計 14,355 5,982

財産の概要

種　　　　　　　　類 区　　　　　　分 平成１９年９月３０日現在

公　　　有　　　財　　　産
土　　　　　　地 ２３９，１９０．０４㎡

建　　　　　　物 ５６，０５０．８０㎡

ふるさと市町村圏基金 基　　　　　　金 ２，０００，０００千円

組合債の現在高（平成１９年９月３０日現在） （単位：千円）

会　　計　　別 目　　　　　的　　　　　別 借　　　入　　　先

民　　　生　　　債 164,485 財務省

衛　　　生　　　債 337,676 財務省、総務省

土　　　木　　　債 846,204 財務省・総務省、市中銀行他

一　般　会　計 消　　　防　　　債 467,784 市中銀行、共済組合

小　　　計 1,816,149 

特　別　会　計 介護保険施設債 1,897,022 財務・総務省、公庫

小　　　計 1,897,022 

計 3,713,171 

　宇和島地区広域事務組合財政状況の公表に関する条例の規定により、平成19年４月１日

から平成19年９月30日までの上半期における財政状況を次のとおり公表します。

　宇和島地区広域事務組合は、市町がそれぞれ行うべき業務を効率よく

実施するため、一部の業務を共同で処理するために設置された特別地方

公共団体です。本町では、特別養護老人ホーム（一本松荘・城辺みしま

荘・柏寿園）、船舶職員養成講習所等が、宇和島地区広域事務組合で運営

されています。
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宇和島地区広域事務組合　  　

一般会計予算の執行状況 （単位：千円）

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

１ 分担金及び負担金 2,725,428 1,619,779 １ 議会費 830 89
２ 使用料及び手数料 74,492 32,410 ２ 総務費 171,276 83,264
３ 国庫支出金 6,650 0 ３ 民生費 1,094,938 399,842
４ 県支出金 233,050 112,304 ４ 衛生費 439,632 135,393
５ 市町村支出金 476,264 235,355 ５ 農林水産業費 13,805 6,038
６ 寄附金 354 117 ６ 土木費 22,771 9,027
７ 繰越金 17,240 150,849 ７ 消防費 1,416,095 598,347
８ 諸収入 22,026 5,411 ８ 公債費 522,557 210,355
９ 組合債 146,400 0 ９ 予備費 20,000 0

歳入合計 3,701,904 2,156,225 歳出合計 3,701,904 1,442,355

ふるさと市町村圏基金事業特別会計予算の執行状況 （単位：千円）

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

１ 財産収入 11,500 6,485
１ ふるさと市町村圏基
　 金事業費

14,135 1,871

２ 繰越金 2,635 9,218

歳入合計 14,135 15,703 歳出合計 14,135 1,871

介護保険事業特別会計予算の執行状況 （単位：千円）

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

１ サービス収入 2,463,712 830,145 １ サービス事業費 2,546,202 1,110,389
２ 使用料及び手数料 75,420 33,016 ２ 公債費 182,136 89,350
３ 寄附金 1 97
４ 繰入金 183,070 0
５ 繰越金 1 282,996
６ 諸収入 6,134 2,773

歳入合計 2,728,338 1,149,027 歳出合計 2,728,338 1,199,739

 宇和島地区広域事務組合の嘱託職員を募集します
職　種 人数 業務内容 勤務時間 報酬月額 勤務施設 応募資格

技術職 １人
し尿処理業務
（技師）

週40時間 210,500円
クリーン
センター

電気系学科の高校、専門学校又
は大学を卒業したもの

【採用年月日】　平成20年４月１日
【雇 用 期 間】　平成21年３月31日まで。勤務成績等を考慮して１年単位で雇用期間の更新ができます。
【受 付 期 間】　平成19年12月17日～平成20年１月16日の執務時間中
【試験の内容・日時】　面接試験（日時は、申込者に別途連絡します）
【応 募 要 領】　市販の履歴書に写真を貼り、卒業証書の写しを添えて、広域事務組合に提出してくださ

い。なお、応募書類は返却しません。
【提出・問い合わせ先】　詳しくは、宇和島地区広域事務組合管理課人事係（℡  0895－22－8664）へご連絡く

ださい。

宇和島地区広域事務組合から
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心配ごと相談室
　無料で弁護士と民生児
童委員１名が相談をお受
けします。
  ２月12日
　午後２時～４時　
　御荘老人福祉センター

　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  12月８日・26日
　午後２時～４時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）へ問い合わせください。

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」・「
新
規
開
業
ロ
ー
ン
」の
ご
案
内

平
成
20
年
愛
南
町
成
人
式
開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
西
海
俳
句
会

逆
縁
の
子
に
手
を
合
わ
す
つ
く
つ
く
し　

鈴
木
泊
舟

夢
の
中
亡
母
の
好
物
心
太　

吉
田
久
江

な
ぐ
さ
め
の
言
葉
に
迷
う
酷
暑
か
な　

利
根
早
智
江

三
つ
編
み
に
孫
の
髪
結
う
今
朝
の
秋　

吉
田
寅
恵

水
澄
む
や
み
ん
な
不
思
議
の
星
に
住
む　

吉
田
朝
子

手
開
き
の
鰯
の
堅
し
指
柔
し　

吉
田
弘
定

◆
御
荘
俳
句
会

芒ぼ
う

々ぼ
う

と
海
を
拓ひ

ら

き
て
月つ

き

天て
ん

心し
ん　

島
津
三
甫

切
り
株
に
腰
を
お
ろ
し
て
百も

も

千ち

鳥ど
り　

尾
崎
松
惠

円
周
率
ふ
と
思
ひ
出
し
後
の
月　

加
洲
勢
津
子

コ
ス
モ
ス
の
花
に
う
づ
も
れ
写
さ
る
る　

菊
池
静
子

秋し
ゅ
う
り
ん

霖
や
名
も
な
き
山
を
北
に
見
て　

山
本
金
子

◆
檳
榔
子

稲は
ざ
ぶ
す
ま

架
襖
見
え
か
く
れ
し
て
一

り
ょ
う
し
ゃ

輌
車　

吉
田
モ
ミ
ヱ

新し
ん
わ
ら藁

や
氏
子
寄
り
合
い
縄
作
り　

山
口　

菫

日
本
を
発た

つ
し
ん
が
り
の
帰き

燕え
ん

か
も　
　
　

山
岡
桑
史

父
の
背
の
温ぬ

く

み
を
懐し

た

う
柿
の
色　

山
口
和
子

懸
命
の
羽
ば
た
き
遙
か
鷹
渡
る　

若
林
八
重
子

一
瞬
の
落ら

っ

き暉
が
燃
ゆ
る
花

は
な
す
す
き

芒　

三
好
ミ
キ
ヱ

天
高
し
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
点
と
消
ゆ　
　
　

大
西
邦
彦

海
を
見
る
龍
馬
の
眼

ま
な
こ

天
高
し　

浜
野
康
子

校
外
学
習
ら
し
き
一
団
秋
高
し　

小
島
泰
子

誕
生
日
秋
に
は
秋
の
茶
碗
蒸
し　

吉
田
朝
子

少
年
の
姿
溶
け
入
る
芒

す
す
き
ば
ら

原　

工
藤
ミ
ヱ
子

祝し
ゅ
く
し詞

み
な
老
ひ
の
感
傷
植
樹
祭　

三
好
一
昌

◆
御
荘
短
歌
会

夫
の
買
ひ
吾
も
使
ひ
し
「
広
辞
苑
」
文
字
見
え
難
く
片
附
け
む
と
す　

佐
藤
久
子

刈
り
よ
せ
し
草
焼
く
煙
ゆ
ら
ゆ
ら
と
降
り
い
で
し
小
雨
の
中
た
ち
の
ぼ
る　

斉
藤
ト
ミ
子

ア
メ
リ
カ
に
留
学
せ
し
孫
帰
り
く
れ
ば
鯛
の
あ
ら
煮
を
先
ず
所
望
す
る　

宮
下
喜
久
子

再
三
の
危
機
を
耐
へ
来
し
亡
き
夫
の
養
生
記
し
し
ノ
ー
ト
古
び
ぬ　

市
川
コ
マ
ヱ

短う

た歌
を
詠
み
農
ひ
と
す
じ
に
励
ま
れ
し
君
の
遺
影
に
稲
穂
添
へ
て
あ
り　
　
　

高
橋
千
代
子

生
涯
学
習
課
か
ら

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　

高
校
、大
学
、専
修
学
校
、各
種
学
校
に
入
学
・
在
学

す
る
費
用
を
対
象
と
し
た
融
資
制
度
で
す
。

○
制
度
の
概
要

融
資
額
…
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き
２
０
０
万
円

以
内

返
済
期
間
…
10
年
以
内
（
在
学
期
間
内
で
元
金
返

済
措
置
が
可
能
）

利　

率
…
年
2.5
％
（
平
成
19
年
11
月
９
日
現
在
）

「
新
規
開
業
ロ
ー
ン
」

　

新
た
に
事
業
を
始
め
る
方
を
対
象
と
し
た
融
資
制

度
で
す
。
す
で
に
創
業
さ
れ
た
方
で
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

○
制
度
の
概
要

融
資
額
…
７
，２
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間
…
運
転
資
金
５
年
以
内
、
設
備
資
金
15

年
以
内

利　

率
…
年
2.4
％
（
平
成
19
年
11
月
９
日
現
在
）

※
業
種
や
使
い
道
等
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
廃
業
歴
等
の
あ
る
方
で
創
業
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ

れ
る
方
を
対
象
と
し
た
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
資

金
」
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
宇
和
島
支
店

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
７
６
６
）
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日　

時　

平
成
20
年
１
月
３
日（
木
）
受
付　

午
後
１
時
〜

　

式
典　

午
後
２
時
〜

場　

所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
に
は
、
出
欠
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
が
、
12
月
７

日
（
金
）
ま
で
に
通
知
が
届
か
な

い
場
合
は
、
生
涯
学
習
課
（
℡

７
３
―

１
１
１
１
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（10月受付分）

（10月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ
！

年
末
年
始
の
役
場
関
係
業
務
の
お
知
ら
せ
！

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
ら
！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年
次
の
と
お
り
、
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所（
℡
０
８
９
５
―

３
２
―

４
０
７
４
）ま
た
は
総
務
課（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

陸
上
自
衛
隊
生
徒

２
等
陸
・
海
・
空
士

募
集
項
目

中
学
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
方

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

資　

格

１
月
８
日（
火
）ま
で

１
月
18
日（
金
）ま
で

受
付
期
間

１
月
12
日（
土
）

１
月
19
日（
土
）

試
験
日

宇
和
島
市
役
所
等

松
山
駐
屯
地

場　

所

　

年
末
年
始
、
役
場
関
係
の
業
務
は
、
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
役
場
一
般
業
務
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

12
月
29
日（
土
）か
ら
１
月
３
日（
木
）ま
で
休
み

　

（
戸
籍
関
係
の
届
出
の
受
付
、埋
火
葬
許
可
書
の
発
行
は
行

い
ま
す
）

○
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
℡
７
２
―

６
９
５
５
）

１
月
１
日（
火
）〜
３
日（
木
）ま
で
収
集
が
休
み

新
聞
、
雑
誌
の
持
込
み
は
12
月
29
日（
土
）午
後
３
時
ま
で

粗
大
ゴ
ミ
の
持
込
み
は
12
月
28
日（
金
）正
午
ま
で

　

「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」
に
基
づ
き
、
昨
年
12
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
」
に
お
い

て
、
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」（
11
月
25
日
〜
12
月
１
日
）
が

設
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
勇
気
を
出
し
て
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

警
察
総
合
相
談
電
話　

夜
間
・
休
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

℡
０
１
２
０
―

３
１
―

９
１
１
０

http://w
w
w
.police.pref.ehim

e.jp/

南
宇
和
犯
罪
被
害
者
支
援
連
絡
協
議
会
事
務
局

℡
０
８
９
５
―

７
２
―

０
１
１
０
（
愛
南
警
察
署
内
）

被
害
者
こ
こ
ろ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
え
ひ
め　

秘
密
厳
守
・
相
談
無
料

　

研
修
を
受
け
た
支
援
活
動
員
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま

す
。℡

０
８
９
―

９
０
５
―

０
１
５
０

（
毎
週
木
、
土
曜
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

○
一
本
松
温
泉
あ
け
ぼ
の
荘
（
℡
８
４
―

３
２
６
０
）

年
末
年
始
、
無
休
で
営
業
い
た
し
ま
す
。

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
℡
８
４
―

３
７
０
０
）

12
月
29
日（
土
）か
ら
１
月
３
日（
木
）ま
で
休
み

○
御
荘
霊
苑
（
℡
７
２
―

４
４
２
０
）

１
月
１
日（
火
）が
休
み

○
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
℡
７
２
―

１
１
１
７
）

12
月
28
日（
金
）か
ら
１
月
４
日（
金
）ま
で
休
み

○
国
保
一
本
松
病
院
（
℡
８
４
―
２
２
５
５
）

内
海
診
療
所
（
℡
８
５
―
０
３
４
１
）

12
月
29
日（
土
）か
ら
１
月
３
日（
木
）ま
で
休
み



愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から

　写真は、左から「真珠アクセサリー作り」を

体験された宮岡奈
な つ こ

津子さん ( 広見 )、本多由
ゆ み

実さ

ん ( 小山 ) です。現在、愛南グリーン・ツーリズ

ム研究会が発足し、農漁家の方々が農家民宿を

開業しています。今号では、数多い体験メニュー（61 種類）の中から、

ペンダントやブローチなど、真珠を使ったオンリーワンの宝物づくり

が体験できる若木真珠さんのパール工房をご紹介しました。

　あなたも、美しい御荘湾で育まれたアコヤ真珠で、世界に一つだけ

のオリジナル作品を作ってみませんか。

編 集 後 記
　11 月も半ばを過ぎ、一

気に冬将軍がやって来た

感がします。皆さん、ま

だまだ、朝夕と日中の温

度差が激しいようですが、

体調など崩さないよう健

康管理に気をつけましょ

う。

　さて、今号では「であ

い ふれあい 愛南フェス

タ 2007」で取材しました

本町在住の吉田香
かおり

さんの

詩「何のために ( 小さき

手 )」の一部をご紹介した

いと思います。

　『私たちの口は 人の悪

口や 侮辱の言葉を出すた

めに ついているのではな

く 人を癒し助ける 優し

い言葉を出すために 軽や

かに歌う そのために つ

いているのだろう・・・・・

( 中略 )

　私たち人間は、愛しあ

うように創られ 愛しあう

ことを喜びとして 生れて

きたはず・・・ ならば 今 

私は還ろう 生まれたとき

の その 無垢なる心へと』

　この吉田さんの「何の

ために」という詩では、

共に生かす人の関係を築

くために、目・口・手・

足をどう使うことが望ま

しいのかを示唆してくれ

る内容でした。言われて

みれば、なるほどと納得

することは多々あります

が、凡人である私にとっ

ては、繰り返し思い起こ

すきっかけになり、とて

もありがたい取材となり

ました。

　これから寒さも厳しく

なってきますが、心にゆ

とりを持ち、ホカ ! ホカ

気分でいきたいものです !

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214　HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

愛南町の人口
（平成１９年１１月１日現在）

世帯数　11,124 戸　
人口　   26,832 人
　男　   12,524 人
　女      14,308 人
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